
11日（木）２年進路オリエンテーション（2～4ｈ）
寮クリスマス会

12日（金）Ｃ科実績発表会（1～6ｈ）、Ｆ科実績発表会（3～6ｈ）
15日（月）１Ａ・Ｄ気象庁講演会（5～6ｈ）
16日（火）１Ａ・Ｄ、２Ａ・Ｄ農業の魅力発信ｺﾝｿｰｼｱﾑ授業（2～4ｈ）

１Ｃ国分北海道講演会（5～6ｈ）、寮大掃除
17日（水）実績発表会再選考会（放課後）、寮大掃除
18日（木）寮大掃除
19日（金）全校集会
20日（土）冬季休業（～1/12）

２日（火）ＰＴＡ進路研修会（進学）
２Ｍ情報化施工（2ｈ）

３日（水）１Ａ総務省講演会（5～6ｈ）
２Ｍ酸素欠乏特別教育（1～6ｈ）

４日（木）身だしなみ教育（1ｈ）、非行防止教室（4ｈ）
２Ｍ景観講義（5～6ｈ）

５日（金）後期公務員無料模試①
Ｄ科実績発表会（1～4ｈ）

９日（火）海外委託実習出発日(～1/19）
PTA進路研修会(就職)

10日（水）Ａ科実績発表会（1～4ｈ）
２Ｍ札幌市業務説明会(5ｈ)、道説明会(6ｈ)

向寒のみぎり、保護者や地域の皆様におかれましては、益々ご清栄のことと存じます。平素より本校教育に温か
いご理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上げます。
すでにＰＴＡだより等でもお知らせしておりますが、先日、ＪＡ帯広かわにし、札幌テレビ放送、電通北海道な

ど関係機関の皆様とともに、十勝を舞台に農業の課題解決をめざす「十勝『どさんこ村』プロジェクト」の記者発
表を行いました。
「どさんこ村」は、十勝から北海道農業の新しい可能性を創り出す“夢の実験場”であり、有機農業の実践やス

マート農業の推進、環境に配慮した生産技術の確立、地域資源の価値向上、人材育成、そして新たな就農の仕組み
づくりなど、持続可能な農業の未来を見据えた多面的な取り組みです。
本校にとって農業の人材育成こそ最大の使命ですが、とりわけこの“新たな就農の仕組みづくり”は、卒業後の

進路が農家出身か否かに左右されず、誰もが農業の世界に踏み出せる道を拓くものであり、本校の教育にとって極
めて重要な要素です。
その仕組みの中で、生徒たちは地域の生産者の皆様と関わりながら実践的に学び、自らの将来を現実的に思い描

けるようになります。こうした学びの積み重ねこそが、このプロジェクトがもつ大きな価値の一つです。
本プロジェクトは「地方創生2.0」や「みどりの食料システム戦略」とも方向を同じくし、地域・学校・産業

界・メディアが一体となって挑む新しい地域共創のかたちです。十勝から、北海道、そして日本の農業に新たな価
値を発信してまいります。
どうか保護者や地域の皆様におかれましては、これらの取組にご注目いただくとともに、今後とも変わらぬご支

援・ご協力をよろしくお願い申し上げます
北海道帯広農業高等学校長 佐藤 裕二
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12月の主な行事予定12月の主な行事予定

どさんこ村プロジェクト始動
11月13日（木）、本校はJA帯広かわにし、札幌

テレビ放送株式会社、株式会社電通北海道とともに～
十勝「どさんこ村」プロジェクト～を発表いたしまし
た。このプロジェクトは農業が直面する課題に取り組
む場をつくり、それを広く情報発信するものです。
JA帯広かわにし管内の農家のご協力を得て、その方
の農場を「どさんこ村」＝“夢の実験場”と称して、
日本の農業が抱えるさまざまな課題を解決するモデル
ケースを生み出していきます。

１１月のトピックス１１月のトピックス

魅力的な商品が並ぶ購買
11月12日（水）、帯広農業高校の購買には魅力
的な商品が並びます。中でも、これからの寒い季節
に嬉しいのが「生タイプのラーメン」です。麺と具
材が入った容器に温かいスープを注ぐだけで、食欲
をそそる一品が完成します。このほかにも、温かい
たこ焼きや手作りのおにぎり、お弁当、駄菓子など
が揃い、バラエティ豊かな品揃えとなっています。
さらに夏場には冷たいそうめんやそばも登場し、一
年を通して生徒や職員の胃袋を満たしてくれます。


